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書
　
　
評
　
平
浩
一
著
『「
文
芸
復
興
」
の
系
譜
学　
─
─
志
賀
直
哉
か
ら
太
宰
治
へ
』
小　
澤　
　
　
純
　
平
野
謙
が
「
現
代
文
学
の
根
本
的
な
再
編
成
の
エ
ポ
ッ
ク
」（『
文
学
・
昭
和
十
年
前
後
』
文
藝
春
秋
社
、
一
九
七
二
・
四
）
と
断
言
し
た
「
文
芸
復
興
」
期
を
抜
き
に
し
て
、
昭
和
文
学
史
の
総
体
を
把
握
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、「
文
芸
復
興
」
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
少
数
の
成
果
を
除
い
て
長
い
間
手
付
か
ず
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
評
者
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、「
文
芸
復
興
」
期
に
活
躍
し
た
作
家
や
作
品
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
う
し
た
現
象
が
一
九
三
五
年
前
後
に
起
こ
っ
た
力
学
に
つ
い
て
は
、
平
野
が
繰
り
返
す
「
公
式
」
に
疑
問
を
抱
き
つ
つ
も
無
難
に
な
ぞ
る
か
、
も
し
く
は
未
解
明
で
あ
る
事
実
を
確
認
し
て
通
り
過
ぎ
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
か
し
平
浩
一
氏
は
、
十
年
以
上
に
亘
り
、
課
題
が
山
積
す
る
「
文
芸
復
興
」
期
か
ら
一
歩
も
退
か
ず
、
着
実
に
要
所
に
分
け
入
っ
て
、
文
学
史
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
に
初
め
て
明
確
な
輪
郭
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
慎
重
か
つ
忍
耐
強
い
歩
み
の
到
達
点
が
、
こ
の
度
、
重
厚
な
一
冊
の
書
物
に
纏
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
本
書
は
、「
は
じ
め
に
─
─
捨
象
さ
れ
た
近
代
」
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
四
部
構
成
、
十
四
本
の
論
文
が
緊
密
に
響
き
合
う
仕
掛
け
が
随
所
に
あ
る
と
こ
ろ
も
魅
力
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
平
野
の
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
」
観
の
看
過
で
き
な
い
揺
れ
に
つ
い
て
は
、「
は
じ
め
に
」
に
最
も
鋭
い
指
摘
が
あ
り
、
第
三
部
へ
の
序
曲
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。
本
書
は
刊
行
か
ら
一
年
以
上
が
経
ち
、
既
に
包
括
的
か
つ
問
題
提
起
的
な
書
評
も
多
く
現
れ
て
い
る
が
（
特
に
西
野
厚
志
氏
の
「
系
譜
学
」
を
通
し
た
応
答
が
参
考
に
な
っ
た
）、
評
者
は
ま
ず
部
立
て
に
沿
っ
て
、
各
論
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の
射
程
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
　
第
一
部
「
文
学
史
の
形
成
と
「
文
芸
復
興
」
─
─
平
野
謙
の
文
学
史
観
を
中
心
と
す
る
戦
後
研
究
の
検
証
」
は
、
こ
れ
ま
で
「
文
芸
復
興
」
研
究
が
進
展
し
な
か
っ
た
要
因
を
、「
文
芸
復
興
」
の
起
源
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
崩
壊
と
関
連
さ
せ
る
平
野
の
内
的
動
機
を
確
か
め
な
が
ら
跡
付
け
て
い
く
。
第
一
章
「
戦
後
批
評
と
「
文
芸
復
興
」
─
─
一
九
五
〇
年
代
」
で
は
、
平
野
の
見
立
て
で
は
死
角
と
な
る
、「
ナ
ル
プ
」
解
散
以
前
の
「
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
」
の
段
階
に
お
け
る
「
既
成
作
家
の
復
活
」
に
着
目
し
、
第
二
章
「
純
文
学
論
争
へ
の
道
程
─
─
一
九
六
〇
年
代
」
で
は
、
平
野
が
横
光
利
一
「
純
粋
小
説
論
」
を
過
小
評
価
す
る
振
る
舞
い
を
糸
口
に
「
大
衆
文
学
」
へ
の
視
点
の
欠
落
を
見
出
し
、
戦
後
の
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
過
剰
な
反
応
か
ら
戦
前
の
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
へ
の
無
関
心
を
炙
り
出
す
。
第
三
章
「
神
話
」
化
さ
れ
た
「
文
芸
復
興
」
─
─
一
九
七
〇
年
代
以
降
」
で
は
、
平
野
の
「
公
式
」
が
反
発
を
受
け
な
が
ら
流
通
し
た
こ
と
で
本
格
的
な
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
く
逆
説
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
部
に
お
い
て
特
筆
に
値
す
る
の
は
、「
公
式
」
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
丹
念
に
集
め
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
抑
圧
さ
れ
て
い
た
要
素
を
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
著
者
の
緻
密
な
作
業
で
あ
る
。
第
二
部
以
降
で
著
者
が
具
体
的
に
検
証
し
て
い
く
諸
問
題
が
、
例
え
ば
平
野
の
批
評
家
と
し
て
の
営
為
と
も
重
ね
合
わ
せ
ら
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、
同
時
代
／
批
評
／
研
究
に
跨
る
ス
ケ
ー
ル
で
言
説
の
多
層
性
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
第
二
部
「
純
文
学
」
外
の
要
素
と
「
文
芸
復
興
」
─
─
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
大
衆
文
学
を
中
心
に
」
は
、「
公
式
」
の
死
角
で
あ
っ
た
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
動
向
と
、
そ
の
機
構
の
只
中
で
「
純
文
学
」
か
ら
排
除
さ
れ
た
「
大
衆
文
学
」
に
、「
文
芸
復
興
」
を
構
成
す
る
積
極
的
な
役
割
を
見
出
す
。
第
一
章
「
企
画
さ
れ
た
「
文
芸
復
興
」
─
─
志
賀
直
哉
「
萬
暦
赤
絵
」
に
み
る
既
成
作
家
の
復
活
」
は
既
成
作
家
の
名
前
が
持
つ
市
場
価
値
に
着
目
し
て
出
版
社
が
新
作
の
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
る
現
象
を
捉
え
、
第
二
章
「
円
本
ブ
ー
ム
」
後
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
戦
略
─
─
『
綜
合
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
座
』
を
手
が
か
り
に
」
で
は
、「
純
文
学
」
側
の
思
惑
か
ら
は
か
け
離
れ
た
資
本
主
義
社
会
・
消
費
社
会
の
論
理
を
大
正
末
期
を
起
点
に
跡
付
け
て
い
く
。
こ
の
二
つ
の
章
は
や
や
経
済
決
定
論
的
な
危
う
さ
も
あ
る
が
、
同
時
代
言
説
の
一
側
面
と
し
て
は
説
得
力
が
あ
る
。
第
三
章
「
読
者
意
識
と
「
大
衆
文
学
」
─
─
純
文
学
飢
餓
論
争
に
み
る
「
文
芸
復
興
」
の
底
流
」
は
、「
大
衆
文
学
」
側
と
さ
れ
た
直
木
が
持
つ
「
純
文
学
」
側
へ
の
強
い
反
発
と
読
者
意
識
を
接
続
し
、
第
四
章
「
黙
殺
さ
れ
る
「
私
小
説
」
─
─
直
木
三
十
五
「
私　
眞
木
二
十
八
の
話
」
に
み
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
問
題
」
で
は
、
直
木
の
晩
年
の
小
説
に
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
「
社
会
」
に
生
き
る
「
私
」
を
相
対
化
し
つ
つ
描
く
と
い
っ
た
、
既
存
の
「
私
小
説
」
を
超
え
出
る
方
法
論
を
読
み
取
る
。
第
二
部
は
、「
純
文
学
」
が
自
律
し
得
な
い
状
況
を
多
角
的
に
例
示
し
な
が
ら
、「
純
文
学
」
を
対
象
化
し
よ
う
と
す
る
直
木
の
戦
略
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
大
衆
文
学
」
が
「
純
文
学
」
を
攪
乱
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
跡
付
け
、
そ
の
境
界
上
で
逆
方
向
に
排
除
さ
れ
て
い
く
「
新
興
芸
術
派
」
の
帰
趨
を
描
く
第
三
部
と
の
相
関
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
平
野
も
囚
わ
れ
て
い
た
「
純
文
学
」
と
い
う
枠
組
み
の
外
部
を
可
視
化
す
る
重
厚
な
ブ
ロ
ッ
ク
だ
が
、た
だ
本
書
の
副
題
に
志
賀
直
哉
の
名
前
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、「
文
芸
復
興
」
期
に
お
け
る
志
賀
文
学
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
さ
ら
に
一
章
を
割
い
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
四
部
に
お
け
る
太
宰
の
扱
い
に
重
み
が
あ
る
分
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
印
象
を
受
け
た
。
し
か
し
、
第
二
部
の
最
重
要
人
物
は
あ
く
ま
で
直
木
で
あ
り
、
評
者
の
無
い
も
の
ね
だ
り
に
過
ぎ
な
い
。
　
第
三
部
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
」
の
命
脈
と
「
文
芸
復
興
」
─
─
「
新
興
芸
術
派
」
の
位
置
」
は
、
第
四
部
で
取
り
上
げ
る
太
宰
治
が
登
場
す
る
諸
条
件
と
密
接
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
章
「
文
芸
復
興
」
期
に
お
け
る
「
新
興
芸
術
派
」
の
系
譜
─
─
龍
胆
寺
雄
か
ら
太
宰
治
へ
」
で
は
、「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
」
の
旗
手
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
龍
胆
寺
の
エ
ッ
セ
イ
／
ル
ポ
等
の
ジ
ャ
ン
ル
を
越
境
さ
せ
る
方
法
意
識
が
太
宰
文
学
と
共
通
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
き
、
第
二
章
「
文
芸
復
興
」
期
に
お
け
る
文
学
賞
の
没
落
と
黎
明
─
─
「『
改
造
』
懸
賞
創
作
」
と
「
芥
川
龍
之
介
賞
」
で
は
、
や
が
て
文
壇
か
ら
遠
の
く
龍
胆
寺
と
、
対
照
的
に
延
命
し
て
い
く
井
伏
鱒
二
・
太
宰
の
差
異
を
作
家
性
で
は
な
く
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
で
の
振
る
舞
い
に
見
出
す
。
第
三
章
「
ナ
ン
セ
ン
ス
」
を
め
ぐ
る
戦
略
─
─
井
伏
鱒
二
「
仕
事
部
屋
」
の
秘
匿
と
「
山
椒
魚
」
の
作
家
の
誕
生
」
で
は
、
井
伏
が
「
文
芸
復
興
」
期
に
「
新
興
芸
術
派
」
時
代
を
徐
々
に
語
ら
な
く
な
る
力
学
を
追
い
、
第
四
章
「
私
」
を
め
ぐ
る
問
題
─
─
牧
野
信
一
「
蚊
」
に
み
る
「
文
芸
復
興
」
の
一
源
泉
」
で
は
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
中
で
「
私
」
の
閉
塞
状
況
を
描
」
く
牧
野
の
方
法
を
、
太
宰
や
石
川
淳
等
の
新
進
作
家
が
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承
し
て
い
く
道
筋
を
示
す
。
第
三
部
は
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
機
構
に
自
覚
的
な
直
木
と
比
べ
れ
ば
、
既
に
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
内
部
に
取
り
込
ま
れ
な
が
ら
筆
を
執
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
作
家
達
の
営
為
を
精
細
に
分
析
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
作
家
達
は
、
机
に
向
か
う
時
ば
か
り
で
な
く
、
作
品
が
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
で
流
通
し
た
後
に
再
帰
的
に
「
私
」
へ
と
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
前
提
と
な
っ
た
世
界
を
生
き
る
困
難
を
ま
ざ
ま
ざ
と
示
し
て
お
り
、
事
後
的
に
自
覚
的
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
明
示
す
る
太
宰
文
学
を
論
じ
る
第
四
部
へ
と
接
続
す
る
仕
掛
け
が
興
味
深
い
。
第
三
部
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
学
研
究
で
遅
れ
が
目
立
っ
て
い
た
領
域
に
複
数
の
新
た
な
視
座
を
導
入
し
て
画
期
的
で
あ
る
。
た
だ
印
象
と
し
て
は
、「
文
芸
復
興
」
期
の
た
め
の
「
新
興
芸
術
派
」
研
究
と
し
て
は
作
家
の
選
択
が
や
や
恣
意
的
で
、
さ
ら
な
る
横
断
的
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
著
者
も
本
書
に
記
し
て
お
り
、
今
後
の
成
果
を
待
ち
た
い
。
　
第
四
部
「
文
芸
復
興
」
か
ら
み
る
太
宰
治
─
─
新
進
作
家
の
登
場
」
は
、
何
よ
り
ま
ず
、
本
書
の
出
発
点
に
し
て
終
着
点
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
章
「
通
俗
小
説
」
の
太
宰
治
─
─
黒
木
舜
平
「
断
崖
の
錯
覚
」
の
秘
匿
に
つ
い
て
」
で
は
、
太
宰
が
「
通
俗
小
説
」
を
忌
避
し
な
が
ら
も
形
式
を
学
ん
で
「
断
崖
の
錯
覚
」
を
執
筆
し
、「
文
芸
復
興
」
の
只
中
で
そ
の
履
歴
を
隠
し
つ
つ
同
作
を
反
措
定
と
し
て
「
実
験
的
小
説
」
誕
生
の
礎
に
す
る
論
理
を
抽
出
す
る
。
作
家
論
の
問
題
と
方
法
論
の
考
察
が
鮮
や
か
に
交
錯
し
て
意
外
性
と
説
得
力
が
あ
る
。
第
二
章
「
生
成
す
る
〈
読
者
〉
表
象
─
─
太
宰
治
「
道
化
の
華
」
の
小
説
戦
略
」
で
は
、
作
中
の
〈
読
者
〉
表
象
を
実
際
の
読
者
と
は
一
旦
切
り
分
け
、
そ
の
〈
読
者
〉
表
象
が
読
者
に
登
場
人
物
と
一
体
化
し
た
感
覚
を
齎
す
戦
略
性
を
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
評
価
し
、
そ
の
方
法
が
戦
後
に
ま
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
著
者
が
憧
れ
て
や
ま
な
い
と
記
す
東
郷
克
美
『
太
宰
治
と
い
う
物
語
』
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
・
一
）
の
読
み
方
を
精
緻
化
し
た
よ
う
な
感
触
が
あ
り
、
本
書
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
「
朧
化
さ
れ
る
独
白
─
─
太
宰
治
「
燈
籠
」
論
」
（「
文
学
・
語
学
」
二
〇
一
三
・
七
）
も
含
め
、
作
品
に
寄
り
添
っ
た
読
解
に
も
ま
た
、
著
者
の
力
が
試
さ
れ
る
べ
き
領
野
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
第
三
章
「
市
場
の
芸
術
家
の
「
復
讐
」
─
─
「
道
化
の
華
」
と
消
費
社
会
」
は
、
作
品
自
体
が
〈
商
品
─
消
費
物
〉
と
し
て
流
通
し
て
い
く
こ
と
を
自
己
言
及
的
に
承
認
し
つ
つ
、
消
費
し
得
ぬ
矛
盾
が
埋
め
込
ま
れ
た
「
市
場
の
芸
術
家
」
の
「
復
讐
」
を
読
者
に
託
し
て
い
く
機
構
を
論
証
し
て
い
る
。
解
釈
の
細
部
に
は
飛
躍
を
感
じ
る
部
分
も
あ
る
が
、
作
品
を
貫
く
内
在
的
な
論
理
と
し
て
は
最
も
明
晰
な
印
象
を
受
け
た
。
　
主
に
第
二
部
と
第
三
部
に
は
綿
密
な
調
査
と
明
解
な
論
理
を
併
せ
持
つ
各
論
が
並
び
、
ま
さ
に
「
文
芸
復
興
」
期
を
彩
っ
た
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
諸
問
題
が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
。
し
か
し
「
お
わ
り
に
─
─
新
た
な
系
譜
に
向
け
て
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
、「
文
芸
復
興
」
の
「
つ
く
ら
れ
」
る
こ
と
の
悲
観
的
な
側
面
を
炙
り
出
し
、「
文
学
」
の
無
力
さ
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
同
時
に
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
「
文
学
」
の
〈
可
能
性
〉
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
は
来
な
い
か
と
、
個
々
の
分
析
を
通
し
て
、
試
み
」
た
も
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
書
全
体
を
め
ぐ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
章
の
副
題
に
も
二
度
用
い
ら
れ
た
〈
秘
匿
〉
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
都
合
の
悪
い
「
非
力
さ
」（
高
見
順
）
に
繋
が
る
要
素
は
、
一
旦
は
作
家
自
身
や
周
囲
に
よ
っ
て
〈
秘
匿
〉
さ
れ
な
が
ら
も
、
し
か
し
や
は
り
「
非
力
さ
」
は
至
る
処
に
滲
み
出
し
て
い
く
し
、
著
者
は
ま
さ
に
そ
の
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「
非
力
さ
」
の
在
り
処
を
明
る
み
に
出
す
作
業
を
本
書
で
実
践
し
た
の
だ
ろ
う
。
評
者
は
、
第
三
部
第
四
章
の
牧
野
信
一
論
が
収
録
さ
れ
た
こ
と
に
、
著
者
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
意
味
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。
最
も
旧
い
論
文
で
あ
り
、
そ
の
分
析
の
方
法
は
、
著
者
も
参
照
す
る
安
藤
宏
『
自
意
識
の
昭
和
文
学
─
─
現
象
と
し
て
の
「
私
」』（
至
文
堂
、
一
九
九
四
・
三
）
を
彷
彿
と
さ
せ
な
が
ら
も
、
内
部
に
閉
塞
し
て
い
く
「
私
」
を
倦
む
こ
と
な
く
追
い
詰
め
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
恐
ら
く
著
者
が
作
品
に
向
き
合
う
初
発
の
モ
チ
ー
フ
が
響
き
独
特
で
あ
る
。
評
者
は
大
学
院
に
入
っ
た
頃
、
研
究
同
人
誌
「
繍
」
で
初
出
論
文
を
読
み
、
感
銘
を
受
け
た
記
憶
が
あ
る
。
決
し
て
膨
大
な
資
料
の
解
析
や
目
が
覚
め
る
よ
う
な
結
論
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど
こ
か
動
か
し
難
い
微
小
な
力
が
あ
っ
た
。
一
年
前
に
本
書
を
手
に
取
っ
て
目
次
を
見
た
時
、
ま
ず
、
こ
の
著
者
の
第
一
論
文
が
〈
秘
匿
〉
さ
れ
ず
に
第
三
部
の
掉
尾
を
飾
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
安
堵
し
た
。
　
そ
し
て
、
第
四
部
第
三
章
で
の
「
復
讐
」
の
解
釈
へ
と
全
て
の
論
文
が
収
斂
し
て
い
く
本
書
の
構
成
に
こ
そ
、
評
者
は
著
者
が
訴
え
よ
う
と
し
た
「
異
質
的
な
力
」（
高
見
）
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
そ
の
力
は
各
論
に
分
有
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
ま
ず
要
と
な
る
「
非
力
さ
」
は
「
文
芸
復
興
」
の
一
源
泉
を
探
っ
た
牧
野
論
に
あ
り
、
著
者
の
第
二
論
文
で
あ
る
「
市
場
の
芸
術
家
の
「
復
讐
」
と
の
あ
わ
い
に
、
後
続
の
精
密
で
力
強
い
論
文
が
並
べ
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
た
だ
、
と
き
に
各
論
に
お
い
て
明
確
過
ぎ
る
ロ
ジ
ッ
ク
が
結
論
部
分
に
あ
る
場
合
に
は
、
僅
か
に
違
和
感
が
残
っ
た
こ
と
も
正
直
に
記
し
て
お
き
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
本
書
と
前
後
し
て
大
澤
聡
『
批
評
メ
デ
ィ
ア
論
─
─
戦
前
期
日
本
の
論
壇
と
文
壇
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
・
一
）
が
上
梓
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
大
澤
「
批
評
と
メ
デ
ィ
ア
─
─
「
史
」
に
接
続
す
る
た
め
の
レ
ジ
ュ
メ
」（『
ゲ
ン
ロ
ン
１　
現
代
日
本
の
批
評
』
株
式
会
社
ゲ
ン
ロ
ン
、
二
〇
一
五
・
一
二
）
は
、「
文
芸
復
興
」
期
と
一
九
八
〇
年
代
の
「
ニ
ュ
ー
ア
カ
」
ブ
ー
ム
を
重
ね
て
い
る
。
文
壇
だ
け
で
な
く
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
含
む
論
壇
も
徴
発
・
消
費
さ
れ
て
い
く
構
造
に
着
目
す
る
視
座
は
、
本
書
と
は
別
の
角
度
か
ら
「
文
芸
復
興
」
期
周
辺
の
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
メ
ス
を
入
れ
、
同
時
に
現
在
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
を
照
ら
し
返
す
。
だ
が
本
書
も
ま
た
、「
文
芸
復
興
」
期
に
焦
点
化
し
な
が
ら
も
、
現
在
に
至
る
ま
で
埋
め
込
ま
れ
続
け
る
「
復
讐
」
の
行
方
に
目
を
凝
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
広
義
の
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
対
す
る
著
者
の
批
判
意
識
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
風
貌
を
備
え
た
本
書
に
も
、
太
宰
論
を
核
に
し
て
密
か
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
芥
川
か
ら
太
宰
文
学
へ
の
接
続
と
切
断
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
き
た
評
者
と
し
て
は
、
本
書
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
、
や
は
り
余
り
に
多
い
。
か
つ
て
「
過
疎
化
」（
平
）
し
て
い
た
本
領
域
の
研
究
は
、
今
後
盛
ん
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
が
そ
の
た
め
の
大
き
な
礎
石
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
著
者
は
、
そ
の
領
域
の
み
に
留
ま
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
著
者
は
戦
後
に
太
宰
や
井
伏
が
活
躍
す
る
た
め
の
諸
条
件
を
「
文
芸
復
興
」
期
の
試
行
錯
誤
に
見
出
し
て
い
た
が
、
次
は
、
戦
時
下
の
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
只
中
で
、
牧
野
論
を
通
奏
低
音
と
す
る
よ
う
な
「
異
質
的
な
力
」
を
発
揮
す
る
文
学
や
諸
言
説
の
研
究
へ
向
か
う
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
着
実
な
歩
み
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
二
〇
一
五
年
三
月　
笠
間
書
院　
Ａ
５
判　
三
七
七
頁　
本
体
四
二
〇
〇
円
）
